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主
福
祉
教
育
講
座

…
『
つ
な
が
り
』
と
『
支
え
あ
い
』
を
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
る
…

福
祉
教
育
講
座
は
、
福
祉
体
験
を
通
し
て
、
高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
陣
が
い
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
人
に
と
っ
て
「
し
あ
わ
せ
」

で

「
よ
り
よ
い
生
き
方
」

を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
思
い
や
り
の
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

み
つ
げ
た
!
つ
る
た
の
「
ふ
く
し
」

e

享
も
̃
地
域
密
着
型
輔
弼
彊
諜
塁
上

6
月
1
7
日
、
鶴
田
小
学
校
6
年
生
が
、
地
域
密
着
型
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
「
鶴
の
ま
ど
い
」
の
施
設
見
学
を
行
い
、
職
員
か
ら

介
護
や
福
祉
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
実
際
の
現
場
に
触
れ
る
こ
と
で
介
護
・
福
祉
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
感

じ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
学
び
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
心
に
、
思
い
や

り
や
支
え
合
い
の
精
神
を
育
む
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
っ

手
話
を
楽
し
く
学
ぼ
う
!
・
∴

講
師
[
西
北
五
ろ
う
め
協
会

7
月
2
日
、
鶴
田
小
学
校
3
年
生
が
、
聴
覚
に
障

が
い
の
あ
る
方
か
ら
、
日
常
生
活
で
の
工
夫
や
不
便
に

感
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
手
話
や
指

文
字
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
も
学
び
な
が

ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
、
手
話

の
動
き
を
真
似
し
た
り
、
指
文
字
に
挑
戦
し
た
り
と
、

積
極
的
に
参
加
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
び
は
、
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
誰
も
が

過
ご
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
教
育
講
座
は
、
引
き
続
き
さ
ま
ざ
ま
な
内
容

で
展
開
し
て
い
き
ま
す
っ

講
座
の
様
子
や
最
新
情
報
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
も

随
時
発
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

に
も
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い

この広報は、赤い羽根共同募金の配分金によって発行しています。



令和8年7月31日号一同380 2

幸
せ
の
種
ま
き
運
動
推
進
会
議

ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
委
嘱
状
交
付
式

水
道
設
備
の
無
償
点
検
・
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施

鶴
田
町
上
下
水
道
協
会

5
月
2
 
9
日
、
鶴
遊
館
に
お
い
て
「
幸
せ
の
種
ま
き

運
動
推
進
会
議
」
と
「
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
委

嘱
状
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
行
政
推
進
員
、
民
生
委

員
児
童
委
員
、
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
、
地
域
福

祉
推
進
委
員
長
の
8
3
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
令
和
7
年
度
に
行
わ
れ
た
各

地
区
の
活
動
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
情
報
の
共
有
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

幸
せ
の
種
ま
き
運
動
は
、
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

と
福
祉
デ
イ
か
ら
な
り
、
幸
せ
な
地
域
づ
く
り
を

目
的
に
、
一
人
の
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
、
困
っ
た
と

き
は
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
鶴
田

町
社
会
福
祉
協
議
会
独
自
の
事
業
で
す
っ

● e ● ▲ ● 麗 ● 暮 ● ● ● ● 織 ●

6
月
5
日
、
鶴
田
町
上
下
水
道
協
会
(
山
田
松
男

会
長
)
は
鶴
田
町
内
の
対
象
世
帯
を
回
り
水
道
設
備

の
点
検
、
修
繕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
の
7
業
者
か
ら
9
名
が
参
加
し
、
事
前
に
修

理
を
希
望
さ
れ
て
い
た
高
齢
者
世
帯
を
訪
ね
、
蛇
口

の
水
漏
れ
の
修
繕
な
ど
を
無
償
で
実
施
し
ま
し
た
。

希
望
者
か
ら
は
「
直
し
て
も
ら
え
て
安
心
し
ま
し

徳

た
」
な
ど
感
謝
の
言
葉
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
連
携
チ
ー
ム

研
修
会

精
神
疾
患

̃
こ
う
し
て
考
え
る
と
楽
に
な
る
̃

精
神
科
医
の
四
方
山
話

講
師
]
弘
前
愛
成
会
病
院
P
A
R
丁
3

平
野
敏
之
医
師

丹
頂
の
集
い

「
ど
っ
ち
さ
行
ぐ
?

津
軽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
参
加
者
募
集

心
地
よ
い
秋
風
と
と
も
に
お
買
い
物
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
?

今
回
は
2
日
間
に
分
け
て
お
好
み
で
選
べ
る
2
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

社協だより

6
月
u
日
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
地
域
連
携
チ
ー
ム

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
注
意
欠
陥
・
多
動
症
(
A
D
H
D
)
な
ど
、
精
神
疾
患

の
正
し
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
平
野
医
師

は
、
不
注
意
や
多
動
性
は
単
な
る
「
う
っ
か
り
」
や
「
気
の
迷
い
」
で
は

な
く
、
持
続
的
な
神
経
発
達
障
害
で
あ
る
と
強
調
。
支
援
の
現
場
に

お
い
て
は
、
道
徳
論
よ
り
も
「
ど
う
や
れ
ば
穏
や
か
に
、
速
や
か
に
、
安

全
に
解
決
で
き
る
か
」
と
い
う
実
効
性
が
大
切
だ
と
、
支
援
の
ポ
イ
ン

ト
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

● 一 ● 裏 書 - 亀∴∴∴盆 ● 尋 e

●
開

催

日

●
時
間
・
場
所

●●●●
対締定参

象 加

者切員費

①
令
和
8
年
9
月
1
 
5
日
(
火
)

②
令
和
8
年
9
月
1
 
7
日
(
木
)

①
五
所
川
原
市
コ
ー
ス

午
後
1
時
半
̃
3
時

②
つ
が
る
市
コ
ー
ス

午
後
1
時
半
̃
3
時

※
ど
ち
ら
か
1
日
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

2
0
0
円

各
日
1
5
名

令
和
8
年
8
月
1
 
7
日
(
月
)
ま
で

介
助
を
要
さ
な
い
、

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
方

●
問
合
せ
・
申
込

地
域
福
祉
課

福
祉
係

▲7月田んぼアートツアーの様子
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令和7年度 事業実績報告
本会は「住民とともに歩み生きその人らしく暮らせる地域

づくり」を基本理念に掲ば地域福祉活動計画に基づき、各種

事業を展開しています:

令和7年度は、第1次地域福祉活動計画の最終年度として、

計画に位置付けられた取組の検証と成果を取りまとめ、近年

の少子高齢化の進行や単身世帯の増加、地域コミュニティの

つながりの稀薄化など、地域を取り巻く課題が一層深刻化し

ていることを踏まえ、策定委員会、作業部会で今後の計画に

向け議論を重ね、第2次地域福祉活動計画を策定致しました。

平成3年から実施している、地域コミュニティのつながり

を目的とした幸せの種まき運動福祉デイは、前年度より3地

区増え34地区で実施しており、クリーン作戦・夏祭り・レクリ

エーション大会・芸能発表会・一人暮らし宅配弁当などを通し

て、地域住民が交流を深めました。

ほのぼの交流事業では、 34地区で26 1名のほのぼの交

流協力員が地区の高齢者等の見守り活動を実施しました。

日々の活動で要援護者の気になる4 1 7件のケースを地区会

議で検討し、民生委員児童委員等への情報提供を行い、生活

課題やニーズの把握につながっています:今後も実施地区の

増加に尽力していきたいと思います:

介護保険・障害福祉サービス等事業は、特別養護老人ホー

ムで平均稼働率の上昇により前年比1 1 5方円の増収、就労

継続支援事業「鶴花塾」は、平均工賃1方円を超えたため、報

酬単価変更による323方円の増収となりました。しかしデ

イサービスの2事業で、感染症拡大の対策として利用の休止

をお願いしたこと、またニーズの変化から新規利用者が伸び

悩み前年比765方円の減収、訪問看護事業はグループホー

ム1件と医療連携体制受託契約が終了したことと、利用者の

減少により306方円の減収となり、保険事業全体としては、

650方円の減収となりました。

最後に、昨今の働き手の不足と中東情勢に伴う更なる物

価高騰もありますが、第2次地域福祉活動計画を基に、多様

化、複雑化する福祉ニーズに応えるため、できる限り体制を

整え、地域に密着した民間団体として、地域住民、社会福祉法

人、行政などと協働し、子供から高齢者まで住み慣れた地域

で安心して暮らせる鶴田町を目指しながら、地域福祉の発展

に努めてまいりますこ

資金収支計算書
(自)令和7年4月1目(至)令和8年3月31日

勘 定 科 目 決算額 

事 業 活 動 に よ る 収 支 

収 入 

会費収入 4,068.340 

寄附金収入 1,218,067 

経常経費補助金収入 7.974.171 

受託金収入 76.994.285 

貸付事業収入 289.700 

事業収入 8.889.674 

介護保険事業収入 345.807.458 

就労支援事業収入 2.468.420 

障害福祉サービス等事業収入 40.024.290 

医療事業収入 15,444.803 

受取利息配当金収入 474.371 

その他の収入 4.794.019 

事業活動収入計(1) 508.447.598 

支 出 

人件費支出 344.812,035 

事業費支出 63.531.340 

事務費支出 66,871,623 

就労支援事業支出 2.468.420 

貸付事業支出 0 

共同募金配分金事業費 260.991 

分担金支出 264,400 

助成金支出 1.743,500 

負担金支出 550,000 

支払利息支出 5,867,837 

事案活動支出計(2) 486.370.146 

事 葉活動資金収支差額(3)=(1)一(2) 22.077.452 

施 設 整 備 等 に よ る 収 支 

収 入 

施設整備等補助金収入 170.000 

施設整備収入計(4) 170.000 

支 出 

設備資金借入金元金償還支出 99,440,000 

固定資産取得支出 1,044,230 

ファイナンス・リース債務の返済支出 1.027.800 

施設整備等支出計(5) 101.512.030 

施 整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -101.342.030 

そ の 他 の 活 動 に よ る 収 支 

収 入 

基金積立資産取崩収入 700,000 

積立資産取崩収入 5.781.422 

その他の活動による収入 7.341.760 

その他の活動収入柵(7) 13.823.182 

支 出 

基金積立資産支出 566,918 

積立資産支出 4,735.280 

その他の活動による支出 3.673.320 

○○ 

その他の活動支出計(8) 8,975.518 

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 4.847.664 

予備費支出(10) - 

当期資金収支差額合計 
-74.416.914 (11)=(3)十(6)+(9)一(10) 

当期末支払資金残高(11)十(12)

事業活動計算書
(自)令和7年4月1日(至)令和8年3月31日

勘 定 科 目 決算額 

サ I ビ ス 活 動 増 減 の 部 

収 益 

会費収益 4,068,340 

寄附金収益 1,218,067 

経常経費補助金収益 7.974.171 

受託金収益 76.994.285 

貸付事業収益 0 

事業収益 8.889,674 

介護保険事業収益 345.807,458 

就労支援事業収益 2,468,420 

障害福祉サービス等事業収益 40,024,290 

医療事業収益 15.444,803 

その他の収益 4,794,019 

サービス活動収益帥(1) 507.683,527 

費 用 

人件費 339.809,344 

事業費 63.531.340 

事務費 66.871,623 

就労支援事業費用 2,468,420 

共同募金配分金事業費 260,991 

分担金費用 264,400 

助成金費用 1.743.500 

負担金費用 550,000 

減価償却費 25.146.486 

国庫補助金等特別積立金取崩額 -3,495,732 

サービス活動費用計(2) 497.150.372 

サ ービス活動増減差額(3)こ(1)一(2) 10.533.155 

サ I ビ ス 活 動 外 増 減 の 部 

収 益 

受取利息配当金収益 474,371 

サービス活動外収益計(4) 474.371 

費 用 

支払利息 5,867.837 

サービス活動外費用計(5) 5.867.837 

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) -5.393.466 

経常増減差額(7)=(3)+(6) 5.139.689 

特 別 増 減 の 部 

収 益 

施設整備補助金収益 170.000 

特別収益計(8) 170.000 

費 用 

固定資産売却損・処分損 1 

国庫補助金等特別積立金積立額 170,000 

特別費用計(9) 170.001 

特別増減差額(10)=(8)-(9) -1 

当期活動増減差額(11)=(7)十(10) 5.139.688 

繰 越 活 動 増 減 差 額 の 部 

前期繰越活動増減差額(12) 361,031,374 

当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 366.171.062 

基本金取崩額(14) 0 

その他の積立金取崩額(15) 700.000 

その他の積立金積立額(16) 583.966 

次期繰越活動増減差額 
366.287.096 (17)こ(13)+(14)十(15)一(16) 

貸借対照表
令和8年3月31目現在

勘 定 科 目 1 R7年度末 

資産の部 
流動資産 285.127.976 

現金 393.564 

預金 220,494,479 

事業未収金 63,103,624 

立替金 1.113.109 

前払金 23,200 

固定資産 596,172,212 

基本財産 448.997.326 

建物 438.997,326 

定期預金 10,000,000 

その他の固定資産 147.174,886 

建物 2.677.913 

構築物 13,472.793 

機械及び装置 1.938,118 

軍籍運搬具 4.853,411 

器具及び備品 5.703,464 

有形リース資産 5.651.100 

無形リース資産 613,800 

貸付金 850.157 

退職手当積立基金預け金 61.968,820 

退職給付引当資産 36.816.312 

退職積立資産 1.797.672 

たすけあい資金欠損補填積立資産 1,633,481 

福祉基金積立資産 6,872.865 

設備資金積立資産 2.164,980 

工賃変動積立資産 100.000 

設備等整備積立資産 60,000 

資産の都合軸 881.300.188 

負債の部 
流動負債 149.092.833 

事業未払金 117,628,165 

1年以内返済予定設備資金借入金 14.102,000 

1年以内返済予定リース債務 1.553.400 

預り金 444.965 

職貝預り金 844,120 

前受金 450,000 

賞与引当金 14.070.183 

固定負債 258,802,404 

設備資金借入金 152,618,000 

リース債務 5,601,600 

退職給付引当金 100.582,804 

負債の部合計 407.895,237 

純資産の部 
基本金 10.000.000 

基本金 10.000,000 

国庫補助金等特別積立金 86.286.529 

国庫補助金等特別積立金 86.286.529 

その他の積立金 10.831,326 

たすけあい欠損補填積立金 1.633,481 

福祉基金積立金 6.872,865 

設備資金積立金 2.164.980 

工賃変動積立金 100.000 

設備等整備積立金 60,000 

次 期繰越活動増減差額 366.287.096 

次期繰越活動増減差額 366,287,096 

(うち当期活動増減差額) 5,139,688 

純資産の都合計 473.404.951 

負債及び純資産の都合計 881.300.188 
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一般介護予防事業in鶴遊館
メニュー 8月 9月 1〇月 時 間 

ノルディック・ウオーク 7日(金) 13日(木) 11日(金) 25日(金) 9日(金) 23日(金) 

1〇時-11時 

ヨ ガ 10日(月) 25日(火) 8日(火) 29日(火) 13日(火) 27日(火) 

フ ラ ダ ン ス 4日(火) 18日(火) 1日(火) 15日(火) 6日(火) 2〇日(火) 

コ コ リ ラ 体 操 12日(水) 26日(水) 9日(水) 3〇日(水) 14日(水) 28日(水) 

ポ ッ チ ャ ク ラ ブ 5日(水) 19日(水) 7日(月) 16日(水) 7日(水) 21日(水) 

ゴ二ンカンクラブ 4日(火) 18日(火) 8日(火) 29日(火) 6日(火) 2〇日(火) 

9時3〇分一12時 
カ ラ オ ケク ラ ブ 3日(月) 24日(月) 14日(月) 28日(月) 5日(月) 19日(月) 

書 道 ク ラ ブ 14日(金) 28日(金) 4日(金) 18日(金) 2日(金) 16日(金) 1〇時-11時3〇分 

ほ っ こ り サ ロ ン 月曜日 と金曜日に開催(祝日は休み) 1〇時-14時 

8日 q日 1〇日 

1q日(水) 1e甘(水) 28日(水) 

!諜豊驚喜諜謀なく、
I

お
詫
び
と
訂
正

認知症に興味のある方ならば、
誰でも気軽に利用できる憩いの場ですこ

し._._._._._._._._._.I

I

●

i

●

i

●

I

●

i

●

i

8日 曾向 1〇日 

2日(日) e日(日) 4日(日) 

曾日(日) 2〇日(日) 18日(日) 

十
・
薗
…
…
…
…
…
…
・
・
・

●●

i誤電監16時(出入拍由)
l

対象:小学生以上(保護者同伴可)

令
和
8
年
5
月
2
9
日
号
の
社
協
広
報
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
に
掲

載
い
た
し
ま
し
た
題
字
を
担
当
し
た
園
児
の
お
名
前
に
誤
り
が

ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
み
ず
き

び
な
た
さ
ん
で
す
っ

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
っ

善意の灯
縄聾 

(令和8年5月8日一令和8年7月1〇日:敬称略) 

一般寄付(金銭) 

議会 食生活改善推進 

3 000円(就労支援へ) 

匿 名 

50,000円(社会福祉へ) 

一般寄付(物品) 

カン・刈込バサミ他 

成田 由文 

= 

韓 鷲露語‥ 
ありがとうございました。 

◆●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

『
相
原
町
の
花
壇
づ
く
り
』

今
年
も

「
幸
せ
の
種
ま
き
運
動
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私
の
住

ん
で
い
る
相
原
町
で
は
2
 
0
年
以
上
も
花
壇
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
ぜ
花
壇
づ
く
り
か
と
い
う
と
、
か
つ
て
3
3
9
号
線
バ
イ

パ
ス
が
で
き
て
旧
道
と
結
ぶ
道
路
が
出
来
た
と
き
に
、
そ
の
四
角

の
土
地
を
花
壇
に
出
来
な
い
か
と
国
側
が
相
原
町
町
内
会
に
要
請

し
た
か
ら
で
す
。
と
い
う
わ
け
で
、
他
の
町
内
会
で
は
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
行
っ
て
い
る
中
で
、
相
原
町
で
は
ひ
た
す
ら
花
壇
づ
く

り
を
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
継
続
は
力
な
り
で
、
令
和
4
年
度
に

は
国
土
交
通
大
臣
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

長
年
、
花
壇
づ
く
り
を
行
っ
て
き
て
良
か
っ
た
と
こ
ろ
は
次
の

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
花
好
き
の
人
を
中
心
に
町
内
の
色
々
な
人
が
集
ま
り
、
作
業

を
し
な
が
ら
お
互
い
の
情
報
交
換
が
で
き
る
。

②
自
分
の
体
を
適
当
に
動
か
し
て
体
力
づ
く
り
に
役
立
て
れ
る
。

③
一
つ
の
仕
事
を
や
り
遂
げ
た
と
い
う
満
足
感
が
得
ら
れ
る
。

町
内
で
人
が
集
ま
れ
る
機
会
が
あ
る
の
は
、
大
変
良
い
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
一
斗

こ
う
い
う
事
が
出
来
る
の
は
鶴
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
「
幸

せ
の
種
ま
き
運
動
」
を
3
 
6
年
間
も
行
い
、
援
助
金
を
出
し
て
、
資

金
面
で
援
助
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
他
町
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
「
幸
せ
の
種
ま
き
運
動
」
を
行
っ
て
い
な
い
よ
う
な

の
で
、
鶴
田
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
本
当

に
感
謝
感
謝
で
す
ね
。

(
菅
野

忠
節
): ▲相原町花壇の様子

●
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